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1。年次総会案内

年次総会を春期シンポジウムと併せて下記の要領で開催しますので、ご案内申しあげま

す。

日時:6月10日(金) 12:40 - 13:20

揚所:東京大学山上会館(次頁に示t案内図参照)

議題:(D 1993年度事業報告と決算報告

(2) 1994年度事業計画と予算

③第3瑚役員選出

④その他

なお、年炊総会は規約により過半数の出席が必要ですので、同封の出欠表(委任状)にご

記入の上必,、5月20日(金)までにビ返送下さい。

(理事会を総会の前に開催します。

時問:午前10時一12時30、場所:東京大学内)

May,1994

発行貴任者・事務局担当理事

池田三郎
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2。第7回春期講演シンポジウムの案内

さまざまな分野における安全問題を考える際のヒューマンファクターの重要性が関係者

の問で認識されるようになってから久しくなります。そこで、日本りスク研究学会はヒ昌

ーマンファクターについて改めて総合的な視点から討論する機会としたいと考え、下記の

講演シンポジウムを企画しました。大勢の皆様の参加を粘待ちしております。

テーマ:「りスク学の視点からマン・マシーンインターフェイスを考える」

日時:平成6年6月10日(金) 13:30~17:00

場所:東京大学山上会館(東京都文京区本郷7-3-D

(1)'特別講演「安全性とヒューマンファクター」

座長木下冨雄氏(摂南大学)

演者黒田勲氏早稲田大学人間科学部教授

(2)パネル討論会

「りスクアセスメントにおけるヒューマンファクターの取り扱い』

座長近藤駿介氏(東京大学)

ω航空機事故に関して 東照氏(航空機事故調査会)

(2)新幹線(鉄道)に関して:池田敏久氏 UR東日本安全研究所主幹研究員)

③火型構造物(原子力発電)

事故に関して: 田辺文也氏(日本原子力研究所)

放射線医学総合研究所小林定喜(043-251-2111内236)連絡先

東京大学医学部 草間朋子(03-3812-2111内3502)

総会・春季講演シンポジウムの会場案内の略図
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2。第7回研究発表会のお知らせ(日程と発表小込)
^.ー"^^^^ー^^^.^^^^、^^^、

H木りスク研究学会の第7回研究発表会を1994郁1リj24日(木)、 11打25Π(金)の2Π糊で予定をくみ、

「制度.システムの疲労・劣化によるりスクとその社会的管理」というテーマで、東京都内で開催するこ

とになりました。例年の通り多くの会員の参加を刈待しております。また、会Rの内外を問わず、りスク

研究に関するアイデアや視点、実施例にっいての意見交換や技法開発の試みのご発表を歓迎いたします。

(り日時:1994年H乃24日(木) 9:30 ・ 16:30

H打25日(金) 9:30 ・ 16:00

(2)場所:束京海上本社ビル新館15階会議室(束京都千代田区丸の内1・ユ・1 TEL.03・3285・171D

(3)研究発表は、1人20分程度、討議10分程度を考えています。発表件数により変更があることをあら

かじめお断わりいたします。

(4)今回のテーマに関連した特別講演を予定しております。

(5)総合テーマ:「制度・システムの疲労・劣化によるりスクとその社会的管理」

社会の制度やシステムは、長年の内に疲労・老化・劣化等の諸症状を顕在化させて、内的、外的に

変容を迫られることになる。今回は、種々の分野の制度、システムにおける特徴的な耶象をとり上げ、

制麿の疲労やシステムの劣化の現状を分析し、それらのりスク評価の視点、1刊血方法、りスク回避・

軽減策、及び社会的レベルでの管理方法の在り方等について考えてみることにしたい。

(6)研究発表は以下の3つの企画セッションと2つの一般セツシヨンとします。研究発表のテーマして

は、りスク研究に関するものであれぱ、特に分野を問いませんが、各セツシヨンに関するケーススタ

ディーなどはとりわけ歓迎いたします。

企画セッション1:「制度・システムに潜在するりスクとその発見及び管理」

上記の総合テーマに閥連する話題として、例えば、教育システム、りスク感性、経営・生産シス

テム、社会基盤システム(情報、交通、上下水道、電気、ガス、廃棄物処理、りサイクル等)にっい

て考察を行いたい。

企画セッション2:「りスク感性馴練の社会的教育システム」

今後益々、多様化・複雑化するりスクを管理するためには、法規制や社会風湖等の外的基準に従

うだけでなく、個人レペルでりスク感性を磨き、自ら行動できることが重要であり、社会全体と

しての教育システムが求められている。

企画セッション3:「製造物責任とりスク」

最近、製造物責任の法制化の動向が注且されているが、製造物責任をりスクとして捉えた上で、

このりスクへの評価・分析手法や安全対策等について考察を行う。

一般セッション1:「りスクの認知と管理ほか」

一般セッション2:「りスク・コミュニケーションの在り方ほか」

⑦発表申込み締切:7月末日

(8)発表を希望される方は、氏名(連名者を含力)、所属、述絡先、1C話番号、希望の発表のセツシヨン

名(上記の企画1、 2、3に加えて一般1、2いずれか)に研究の概要(400字程度)を最終頁に添付の中込み

用紙に記入の上、下記までお送り下さい。

京都市左京区吉田本町京都大学工学部衛生工学教室〒606

第7回日本りスク研究学会研究発表会事務局森澤眞輔宛

Fax.075.753・5175Tel.075・753・5155
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3。日米共同年次学会(1995、ハワイ)に向けたアンケ「トヘ(再掲)

前略、りスク研究学会(SRA)本部では、日本支部と共同で1995年12月頃に共

同年会 Uolnt Meeti吃)をハワイで開催する企画を進めています。

この企画に日本りスク研究学会として参加することを決定していますが、準備を円滑に進

めるため、皆様のご意向をお伺いします。すでに英文の質問表に為答えいただいた方は返

信の必要はありません。ファクシミリでお答え下さい。

草々

SRA理事盛岡通

回答者氏名

回答者所属

郵便番号機関住所

◎ SRA Joint Meeti昭(9 5年12月ハワイ予定)に参加のご意向

()参加するが発表はしないつもりである

() SRAの一般セヅションに英文で発表

()日本支部との企画セッション(3~4セッション)に英文で発表

()ポスターセッション(英文)に掲示

上記に0をっけ、題目を記入。未定の場合もトピックスかキーワードを記入

◎旅行の方法

()グループ旅行が企画されれぱ、宿泊を含めて參加する

()個人で旅行日程を組み参加する

()参加の予定はない。

電話番号

FAX番号

ψ

返送先:盛岡通教授

参考のために、 1 9 9 3年(savanⅡa, Ge08ia)でのS RA学会の日程をのせます(次頁)

3日問で合計60 platform sessions (約5件/セッション)の口頭発表と数多くのポス

ター発表がありました。企画の内容など、今後ニニースレターで発表してゆく予定です。

(〒565 吹田市山田丘2-1 大阪大学工学部環境工学科)
Fax NO.:06-87フ-8497
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Plenary session
David BNsickthescienti丘Cditector血r

H能leton wasMngton lnc., W111be 血e featuted
Plenaty speaker. Dr. Btusick, chair ofthe
Intemational c0如mssion for protection Agai11St
Envir01血en仏IMutagens a11d carcinogens, M11
Speakon "GeneuC磁SkAssessment: F辻StModel
Applicable to GlobalRegulati0那."
Oaler hlgN地h始 ofthe plenaty session

include presen仏tion ofthe oU認ta11ding seNice
Award to peterBartonHutt, presentauonofthe
Distinguished AC111evement Award t0 磁Chard
Wilson 釦d recog11ition ofthe 1993 Fe110WS. The
Socieり, M11 also recog血Ze 壮le M繊lers ofthe
Studentpaper compet武ion.

Luncheons.Noon-1:30 PM each day
Monday.Richardwils0ル1eci叩飢toft11e

DiS6ngulshedACMevan伽tAwardMⅡ1児Ⅱle
企at山edspeaker. netiueofMS仏lkM11be"LOW・
DoseLi11eariw: TheRule飢dNot血eExcepdon."
Tuesday.TheA1Ⅱ1山IBUS血邸M此d11gM11

takeplaceduri11g壮le1山Cheon.
Wed11esday・E可oyyour1帥Ch!

Specialty Group Meetings
SP即迦WGmupmN6rlgsW迅始keP1鄭

Tuesday,7 December丘om 7:30t010:0OPM.
Each group M11Stay 加Ⅱle meeti11g room 11Sed
d山hlg the3:30 session. neaF sessionM11meet
血the aF.1room.

Vision statement

WarnerNorth M11Present hls vision
Statement from 3:004:0O PM, Monday,6
December,in Ba11rooms EIF.

Coffee Breaks

Coaee Breaks M11take place atlo:00
AM 釦d3:0O PM eachdayintheexMbit毎ea.

1993 ANNUA工MEETING

Riskware'93

In the exMbit area, mezza11i11e level, you
M11fhld a comprehensive display ofthe latest bl

^

NSK based s0丘Wareteclm010gy.

Use this opportU11iり, for ha11ds・on
demonstrationS 飢d one・on・one discussions Mnl

t11e vendors.

q避智七11'、)

、

Exhibit schedule

Sunday,5 December

Opening Receptlon
5:00.フ:0O PM

Monday,6 December
8:0O AM.5:0O PM

Tuesday,7 December
8:0OAM・NOON

Registraaon Fees
Member

Non・Member

S加dent

OneDay

Track codes

A: EC010gicalRiskAssessment
B:磁Skcolmn山lication

CIF: Engineedng systemS瓜.egulatory
Policy/Decislon

D:磁Skcharactedzation

E: EXPOS山eAssessment
G: DoseResponse

$220.00

$295.00

$100.00

$115.00

Socieり, for Risk Analysis
80oo weSゆark Ddve
Suite BO

MCLea11,VA 22102

(703) 790・1745
FAX:(703)790・9063

Program contents
Ptesenta6011Satag1飢Ce .....,,,,.,,...,.,, il
Hotel Floorpla11....................................... iv

Track A .....................................................1

Track B ...............................、.....................4

Ttack c/F、1...............................................フ

Track aF.11.............................................9

TTack D ...................................................11

Tlack E ...................................................14

Track G ...................................................16

18Poste謡 ...................................................

AbS廿acts .................................................21

Authorbld獣............................................獣
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4。亊務局だより

4.1 会饗納入のお願い

1994年度の会費の納入をお願い致します。学会費のほとんどは学会誌、ニュース.

レターの発行に使われてぃますので、早期の納入をお願いいたします(郵便為替用紙在中)。

学会費は1990年度以来、下記のように据置いてがんぱっています。また、通信経費

の節約のため学会の領収書は発行しませんが、必要な方はお知らせ下さい。
、

なお、1993年度以前の会費の未納の方は(封筒にお知らせがあります)出来るだけ

早く納入下さい。

正会員(国際、国内) 4、 000円

準会員(学生) 2、 500円

30 、 000円賛助会員

振込先:郵便振替番号:宇都宮 3-11964

日本りスク研究学会

305 つくぱ市天王台 1- 1- 1

筑波大学社会工学系池田研究室気付

銀行口座:常陽銀行研究学園都市支店普通口座 681423,日本りスク研究学会

、、

4.2 学会賞基金ヘの募金の論願い(再掲)

会員各位

拝啓:日本りスク研究学会も、創設以来、年1回の研究発表会および春季講演の閉催、

学会誌の発行(年1回)、日本学術会議ヘの加盟など、りスク学の発展の為に着実に歩ん

でまいりました。さらに、会員諸氏およびりスク学事典編集委員の努力により、学会誌特

集号として、「りスク学のアプローチ」が完成し、お手元に北届けすることができること

になりました。りスク学を学び、研究する者にとって有益なものであると確信しています。

これを機会に、学会発表、論文の投稿等を奨励し、りスク研究の発展を促すために、下

記のような「日本りスク研究学会賞」の創設を決定致しました。目下、理事会にて選考方

法など細部を検討している段階です。

つきましては、学会賞基金を創設するために、会員諸氏の募金をお願い出来ないでしょ

うか。優れた研究を生み出すために会員が互いに浄財を持ち寄り、これを原資に運営しよ

うという趣旨です。何かと物いりの時期で誠に恐縮ですが、学会賞創設の意義をご高察の

上、是非ご協力下さるようお願い申し上げます。

敬具

日本りスク研究学会会長木下冨雄

日本りスク研究学会賞(案)の概要

学会賞:論文賞(本学会誌上発表された優秀な論文を対象とする)

:奨励賞(本学会の研究発表における発想、方法、事例等

の優れた研究を対象とする)

、

、



学会賞基金募金目標額:200万円

:1000円募金10

(正会員:3-5 口程度、賛助会員:50- 100 口程度を目標)

:平成5年9月~平成6年9月(同封の振替用紙を御利用下さい)募金期間

担当役員:総務担当理事内山巌雄(国立公衆衛生院)

問い合わせ先:'日本りスク研究学会事務局筑波大学社会工学系池田研究室気付
〒305 茨城県っくば市天王台1-1-1 Tel.0298-53-5380, Fax.0298-55-3849

学会賞基金募金状況(平成6年4月15日現在)

合計 g'g口μるg,0ク0円

4.3 学会誌第7巻第1号ヘの原稿(論文、短信)募集

当学会では10月末に日本りスク研究学会誌第7巻第1号の発刊を予定しております。
昨年の第6回研究発表会での講演を中心に編集tる方針ですが、会員の皆様の研究成果や
ご意見を積極的に掲載する予定です。特に、「りスク」問題に関して会員の皆様が日頃お

考えのビ意見を「研究短信」としてまとめていただき、できるだけ数多く掲載する予定で
すので下記の要領でご寄稿下さい。

(D 原稿締切:1994年6月30日({旦し、研究論文は 5月20田

(2)原稿枚数:研究短信 1~2頁、寄稿論文 1~6頁、研究論文 8頁以内、
(すべて刷り上がり頁数)な粘、規定ページ数に船さまった場合は掲載
料は無料としますが、超過した場合は、超過ページ数に応じて印刷等に
係わる費用を負担していただくことになります。

(3)論文別刷り:100部以上50単位で、有料にて申し受けいたします。
(4)原稿サイズ:1ページにっき如行22字詰め(図表等すべてを含む)
(5)採否の決定:寄稿論文、研究短信は編集委員会が採否を決定いたします。研究論文は

複数(2名程度)の査読者による審査結果にもとづいて、編集委員会が
採否を決定いたします。

(6)投稿.執筆要領:日本りスク研究学会誌巻末に記載の投稿・原稿作成規定を熟読の上、
投稿して下さい。既刊号の論文、短信の体裁もご參考にして下さい。

寄贈本紹介:田村祐一郎訳「ゼライザー・モラルとマーケットー生命保険と死の文化」
(千倉書房、 3、600円、 1994年発行)

生命保険は「生命に値段を付け死を合理化し、神の領域を侵すもの」「ー

捜千金を夢見させるこどで社会の健全な道徳を破壊するもの」「死を考えさ

せるなピ緑起でもない」なピとして、欧米では宗教.文化.道徳の面から激

しい抵抗に道遇した.本寄は、 19世紀のアメリカを舞台に、保険企業がい

かにしてこの文化陣壁を突破していったのか、そして日本の保険外務員にあ

たる工ージェントがどのようにして「死の商人」として絡印を押されていっ

たか、といった問題を、多彩な資料を駆使してドラマチツクに描いた文献で

ある。

゛



、

一

4.4 学術会議・他学会ニュース

第4常置委員会報告一調査報告

我が国における学術団体の現状(要旨)

平成6年1月26日

学会恊会等のツ:術団体は行専門分野の学術の逃展に

おいて'R妾な役割を米たしており.加えて, U本学術

分議の会11候郁新を雉INし,また.研究述絡委賢会に

安Uを送るなど,"ポ学術会議の恥餓とな0ています。

第4常;靴委貝会は,学術m休のiJi性化・i舌動強化等の

ための支援ガ縦を検'Hするに冉た0て,ツ:術全分野に

おける学術団体の現状を知る必要を認め,調査を行い

ました。,淵作票は遺択肢力'式の9mΠ44股問にわたる

詐細なものであり'ましたが,調介対染とした日本学術

会議広轍恊力・フ:術卜川本1069N1休の70%にあたる 750 川

休から回答を得ました。分析粘来を対外轍告 r調査轍

告我が川におけるツ:術団体の現状」として今回公表し

ました。

轍告書は,①専門分野,②会R,③設擢形態と組織

形態,④i円動状況,⑤脹1際性,⑥財政状態,(7γ1才よ矧

休の橘性にみる噂円分野の類似性,(8浮術団体ヘの支

援にっいて,及び「附属資料」よりなっています。報

告では,学術団体の詣属竹を,全団休平均に加えて,

導門分野別と団体規模別に比較しています。63頁にわ

たる做告杵の内芥を飾潔に饗約することは困難てすが,

以ドにその一端を紹介します。

学術川休の数は文学糸及ぴ松学系の分野で多く.法
学糸及び耕.所ツ:系で少ない。 2ク以上の蠏捫分野にま

たがる"1休の割介は文ツ:系及び張学系で少なく,理学

及び'1:学で多い。平均j首会貝数は全団体平均で約2.5

f・人,人文料,フ:部1"1で0.フ~ 1千人,理ツ:及び農学で

1.フ~2.5千人.工学及び医リ:系では約4千人である。

令U1体の約20%が法人である。法人の割介は団休の

j見模の坤1大とともに急.速に励加する。工学において1尋

に,拓く,人文1+フ.部門で低い。フルタイムに換算した

・"f万職11数はj武会貝数に比例し,全綿休'1ι均でみれぱ

止会11f・人あたり0.71人である。,"物所血紬は正会R

数に比例し,全団休についてみれぱ,基本1価杭が27が

で,正会11千・人あたり1.7酬である。

会誌の発行は址も杵遍的な活動で95%の団休に見ら

れる。人文科学部門ではやや低く.理学及び工学にお

いてやや高い。論文誌.の発行は約27%の団休で行われ

ており,絲i斤7:系.理ツ:及び工学においで削介が高い。

'"符の小版は15%の団体で行b札ており.理学,工学

及び農・フ:で1搭い。その他の活動のうち,社会人教打は

19%のU1休で行bれており. N'フ:及び工学に多く,経

所学系及び松ツ:糸で少ない。

国際染会を主催した経験をもつ団体は51%である。

団体の規椣が大きいほどその割合は高い。専門分野別

で見れぱ,文学系及ぴ法学系において低く,理学,エ

学及ぴ農学で高い。国際染会を開催する上での困難の

第1位は r経艘の調達」で84%に達している。会誌あ

るいは諭文誌を何らかの意味で国際的に開放している

のけ85%の団体にみられる。

川体の帖政脱椣を誠会熊数で割った額は全川体平均

で29千円で,文学系及び経済学系において10~15千円,

外ツ:及び工学でCK48~57千円に淀する。平成3年度

における実質収支(繰り越しを除く)での冰字団体は

全体の約3分の1であり,予算脱椣の10%以上の赤字

をもっ団体が7%ある。外部からの支援を必要とする

!"業は,成来刊行が最大で60%,次が国際活動で30%

である。団体の規模が大きくなると,国際活動ヘの支

援饗求の削介が高まる。具体的な支鑁力策としては,

学術団体の活動が円滑に巡むよう制度等を繁佛する'ガ

法,特に,学術団体に対する課税及び学術団体ヘの寄'

付名ヘの課税を緩和する方策が効米的と考之られる。

終わりに,この調査に御恊力を瓜いた学術団体の担

当者の方々に深く感謝申し上げる次第です。

.

第16期日本学術会議会員のための

登録学術研究団体の概況

U 本ツ.術分議では,現イ11,第16瑚('1勺武6年7 j122

日~平成9年7 H21H)会貝(定11210人)送出のため

の手続が進められていますが,その第1段階として,

昨年(平成5年) 5 打末臼を締U」刈限として,学術研
究団休からの登は巾請の受付が行われました。これら

の髭'よ小諭にっいては,日本学術会議会11雉1鄭管理会
において響査が行bれましたが.その粘果は次のとお

りでした。

.1P'1%「゛11本数;・・・・・・・・・・11101゛11';

.覺1・1団体数・・・・・・・・・10691町休

r日本学術会議だより」について御意見.お問い

介bせ等がありましたら,下記までお寄せくださ
、、

〒106 来京都港区六本木7・22-34

H本・'1:袮i会議広繊委11会 1忌,1'卯3(3403)6291



4.5 SRAニュース

Risk Newsletter (1St Qua te,1994)、学会誌 Risk Analys is (V01.14, no.1, 1994)

の目次を為知らせします。記事、論文の複写サービスを有料(コピー代と郵送料:郵便切

手で代用可能)にて行いますので、必要な方は事務局まで船連絡下さい。

V01Ⅱme l., xumber l

RISK 11ewsletter

EPA'S RiskAnalysis scrUガnized
Air p011Ution

Report Released

Published by the soclETyfor RISKAⅣAιγSIS

A cong鵡Ssiona11y mandated re・
Pod thatinvolved severalmembers of
the sNiety for Risk Analysis is ex.
Pected to impact the risk 飢alysis
methods lhatlhe u.S. Environinental

Protection Agency uses t0 丑Ssess the
hea11h risks of air p011Ulion.

Released in Jatluary, the review
titled " sci伽Ce 飢d Judgmentin Risk
Assessment" iS 小e culmination of 27

months of work by the National Re.
Searchcouncn'S25・membercommit.
tee on Risk Assessment ofH能ardous

Air p011U松nts.1n 小e 1990 clean Air

ActAmendments,cong鵡Ssmandated
the 祀P0武's publication 飢d directed
the EPA to consider the rep0π in re.
Vising its risk assessment guidelines.

'π卜iS 祀Port wi11 Play a slgn1Π・
Cant role in reoHenting and makin名
more effective dsk assessment aS 兪 is

Used at EPA,"訟id D. wamerNorth,

a former sRA P詑Sident. Nonh was
Pan of a sma11 名roup that P鵡Senled
the 詑P0武's findings to senlor・1evel
Staff at the white House,小e u.S.

Office of Management and Budget.
and the EPA, as we11 as to con合祀S.
Sional staff.

In addition to North, who is with
Decision Focus lnc. in Moun仏in

View, califomia,0小er sRA mem.

bers who presented 小e findings we祀
Adam Finkel of ResoU代es for the

Fuwre in washington, D.C, Roger
Mcae11an of the chemica11ndustry
Institule of Toxic010gy in Research
Triangle park, Nodh carolina, and
Joseph Roddcks ofthe Environ corp.
in Arlington, virginia.

'The mostimportantthNst ofthe
Npod wasto indicate that Hsk assess・
ment飢dmanagementhavetobemom
Closely coupled and seen as inte稔Ct-
ing activities," North said." 1t should
not be a linear process."

Ihis departs from a common in・
te中祀tation of 小e 1983 Risk AS工e工S.
mehliπ lhe Federal coverhnlehl:

Aずahagihg lhe proce工,, known as lhe
Red Book, which iS 小at risk asscss.
mentis a sepa松te processthatshould
be carried to completion before dsk
manageme爪 is undertaken.

"some hazardous air p011U始nts
are much more importantthan others,
both in terms of health "sks and po.
tential regulatory cosls. Risk assess・
ment efforts and supporting lesearch
Should betailoredt0 小e levelofdetail

needed forthe risk m飢agement deci・
Sions," North said.

TensRAmemberscontdbutedto

the 祀Pod: Norιh, Finkel, Roddcks,
Mccle11an, John c. Bailar 111 0f

MCGi11 Unive玲ity in canada, Ken.
nethT. BogenofLawrenceLivenn0ル
National L北oratory in califomia,
Arth俳 Upton of New York univer.
Sity, and Nation丑I Research councn
Sta仟 Richard D. Thomas, Ga論

Chamley, and Deborah D. stine.

Committee viceイh丑iruptonsald
Cong祀Ss mandated the 代Pod in rec・
Ognition of EPA's need for the best
Scienti丘C advice available." underthe

Clean Air Act, tri11ions of d011ars are
at stake." he said." Because of that,
EPA needs to evaluate its Hsk assess.

ment procedures."

Among lhe rep0π'S 70 recom・
mendations to EPA were several ma.

jor improvements:

fc0町lihιιぞd oh pagぞ 28.j
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ヤ＼气
Presldont.Elect

E11Sabeth pat'.come11

SRA Elects

New Leaders

穀

Impmving the exchange ofknowl.
edge between different disciplines in
the society for Risk Analysis is the top
Priority of preside爪.elect Elisabeth
Pal'.come11. pat'.come11's election

Was announced atthe 1993 SRA An.

nual Meeting, along with that ofsecre.
Mry w. Gary Hamm, councilor caron
Chess,counc"orYacovY.Haimes,飢d
Councilor Tohル Morioka.

Uaming from members in 0小er
丘elds isone ofthe best benenls ofbeing
即SRAmember.釦idpat'・come11.who
is a professor of industrial engineering
anden8ineerin今management atSねnford
Unive諾ity in califomia.

'町'his ls lhe only S伽iety that brings
together membe門 from such diverse
nelds. ney can leam from each olher
in areas such 那 Uncedainties in "sk

analysis, where some fields have devel.
Oped methods mote sophislicated lhan
Others. we don't want each group to
祀invenHhe wheel."

fco"1ih"td on pag゛ 2.j
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ThiS πewsle11er is prinled 0π recJlcledpaper.
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EDITORIAL

HOW Dangetous ls Radon ln BU11dings? some Reaecti011S ftom Eutope
M0ιι, Becker

LErfERTOTHEEDrroR

Does protecling for Hum肌 Health proted Emloglcal Health?
RobeπE. Hι8πer

Perceived Risks of Radioadive wasle Tnnsport nrough oregon
ahdBlia見 DoddS1即heπε Biπ"り,,Dohold lfacGル80弓ヂaulslovic, Robelt G. Ma'01、 Joh11 Dιhυιile易

111e Risk of photochemical Reactl0貼
Dihα凡 Rezl,ahova and V41el),1: Meπ工hik0ν

Societal Risk perception 肌d Media (力Venge
Dgboula Koh' aπd Eιiehhe λfU11eι

A Dlsttibulional Approach to char3CteTizing l,OW・Dose C即Cer Rlsk
Johπ S.ενa11f, Joh11D. Graha11、 Ge01言e M. Gr捻y, and Robιh L sie尿e1吟 Jr.

High Risk orl_OW: HOW LOC3tion on a " Risk udder" A丘Ccls perNlved Risk
ヂιlerM. sahdhlal、 Ne" D. Hleih3ιeil、 a11d ,aulMi11er

Assessing l{ealth Risks Associated with DDT Residues in soils in canfomia: A ptoposition 65 Case sNdy
Johπ河.ιOWιa"dりaz s. Jamau

ne Be訂ents of probab繊Stic Exposure A郭essment: nree Qse swdieslnvolving 偽n仏mlnated Alr,
Water, and soil

Bル"1Fih1り, ahd Dehhi工,aU工lenbach

Can Long.Tenn Exposure Dlstributlons Be predlcted from shod・Tcrm M閃SUTement5?
ι厶hce 河.1Va11ace, Nai11Ua Duaπ, aπd Robelt aegeh五ι$

Risk 偽mmunication in the Nelherlands: The Monitored lnttoduclion ofthe Ec post'seveso Dircctive
J。工ぜe c M. va" Eりπdhoveル Rob亙'π M.1Veιe1力1呂工, corlH W0舵ル Joop de Boe11JOOP V0π der,卿,
ahdヂie1ιrJaπ M. slaUι昇

A stNcwred LitenNre Review for Risk Assessment: EMF and Human Heヨ1th Risk
Ja肌e工R M"1アh" Ga"ε河所U110h& Michele Rの,holdf, ahdslualt G. GOM0π

Exposure to chlorination By・products Flom Hot.water uscs
α切'ord p. W'i$e1伽d Wιi/ie che井

Managing Nude3r waste from powet plan6
Raφh L Keehの,,飢d Deι10fv0π IP1111edeldι

SOFIWARELISTING

PaulM0工kowilz

SOFIWAREREV正WS

Models 'n' Data, version l.0
David slock

BOOKREⅥEWS

Robi昇κ 11玉i1ι
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